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【巻頭言】 

アニマルセラピー 

―五匹のヤギと子ども達― 

         園長 野田大燈 

 

 

５頭のヤギが学園に来て約５０日。産まれたて

だった仔ヤギのレッドちゃんとハッピーちゃんも

見る見る内に成長し、母乳を飲みながら草も食む

ようになりました。 

 学園生のヤギに対する反応は、最初から恐れる

ことなく近寄れるグループと、柵の外から採って

来た草を与える事しか出来ない手グループでした

が、最近は近寄れる子ども達は子ヤギを抱っこし

たりしてスキンシップが行われています。  

近寄れなかった子ども達も柵内に入って直接餌を

与える事が出来ています。  

 医療施設からやって来たＢ子ちゃんは、犬やネ

コを可愛がっていたこともあってか、初対面から

ヤギに近づくことが出来ていました。  

私が毎朝成人した１才・２才の牝ヤギを草のある  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所に繋ぎに行くのですが、急に走り出したり、引  

っ張っても動こうとしないことがあります。  

しかしＢ子ちゃんが接すると素直に応じるＢ子

ちゃん自体がヤギと関わるようになってとても素

直な面を出せるようになりました。  

 最近は空き時間の大半をヤギと過ごしています

が正にアニマルセラピー効果ではないかと喜ん

でいます。 

 現在は牝ヤギばかりが５頭ですので、来春には

５頭の仔ヤギが産まれる予定ですので１０頭に

なりそうです。 

 そうなればもう立派なヤギ牧場となります。将

来的には子ども達に搾乳体験をさせてやれれば

と思っていますが、その為には本格的なヤギ舎

が必要となります。 

何時も夢と現実には乖離がありますが、その溝を

子ども達と埋めて行ければと考えています。  

ヤギに興味のあるご父兄や関係者の方でボランテ

ィアして下さる方が現れるのを楽しみにしてい

ます。               
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６月９日にさぬきこどもの国へ遠足に行きまし

た。まず最初にプラネタリウムを見て、星の動き

や星座を勉強しました。上映中は暗くなるのです

が、スクリーンに映し出される星たちを見て「き

れい」という言葉が聞こえてきました。次に、日

本唯一の国産旅客機である YS－11 型航空機を見

学しました。客席に座ったり、コックピットに入

り記念撮影をしたり貴重な経験が出来たのではな

いかと思います。その後は、自由時間でわくわく

児童館の中で時間一杯遊びました。  

 

 

 今月の食育では、なんとベビーカステラを作り

ました！みんなで協力して生地を混ぜ、たこ焼き

器の中に生地を流して待つこと数分…。おいしそ

うなベビーカステラが出来上がりました！中身は

チョコチップやチーズ、魚肉ソーセージなどを入

れて味を変えました。熱々出来立てを食べて子ど

もたちは満足そうな様子でした。  

 

 

増改築工事の様子 

 6 月に入り工事は進んでいます。6 月 2 日には

こ の よ う な 状 態 だ っ た 園 庭 も

 

6 月 22 日にはこのような状態になりました。順調

に工事が進んでいて子どもたちも早く完成しない

かと待ち遠しい様子です。  

ヤギたちの名前 
 子どもたちに名前を付けてもらいました！左上

から順に「とうふ」「こぶ」「レッド」「ハッピー」

「さと」に決まりました。ヤギと触れ合う事が子

どもにとって癒しの時間になっているようです。

もしかしたらヤギも子どもたちと触れ合う事で、

癒されているのかもしれませんね。新しい若竹学

園の仲間をよろしくお願いします！  
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  テスト・試験・しけん

  遍路小屋では

 

 

６月８・９日に中学３年生と小学６年生は京都

大阪方面に修学旅行に行ってきました。インス

タントラーメン発明記念館、金閣

寺、国際まんがミュージアム、清

水寺、京都水族館を見学し、生

八つ橋作りやオリジナルカップヌードル作りなど

を体験しました。京都で

は、まんがミュージアム

からの帰りに、鴨川沿

いをみんなで散歩しま

した。 

 ２日間、友だちと仲良く、集合時刻を守って、

きちんとした

集団行動が

とれました。

この経験をこ

れからの学

校生活に生

かしていきた

いです。 

 修学旅行に参加し

ていない児童・生徒は、９

日に「さぬきこどもの国」

に校外学習に行きました。

ブラネタリウムやＹＳ11、

科学館を見学しました。 

 

 

半日の活動時間でしたが、楽しく学習できまし

た。 

 

 中学生にとって 6 月は試験の月です。中学 3

年生は 12 日に第 1 回学習の診断(実力テスト)

があり、21 日からの 3 日間は中学生全員が 1

学期末試験を受験しました。試験期間中はこれ

まで学習した内容の復習を中心に、試験勉強

にしっかりと取り組みました。中学 1 年生にとっ

ては初めての

9 教科の試験

でしたが、中間

試験と同じよう

に取り組めまし

た。 

 小学生は、各教科の単元の終わりに、確認テ

ストを実施しています。 

 小学校、中学校ともに、これらの試験の結果と

学習に対する意欲、技能系の教科は実技など

を総合的に判断して評価しています。 

 

 

 小学校の総合

的な学習では、

遍路小屋での接

待などを通して、

人や社会との関

わりを学習しています。 

遍路小屋の内部には、児童の作品を展示し

ています。図工で制作した絵画や国語の作文

などを掲示し、学習成果の発表の場になってい

ます。若竹学級にお越しの際は、ぜひお立ち

寄りください。遍路小屋の前まで、車は入れま

す。 
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筒井 和光様    現金（四恩の里あて） 

 ６月の行事  

6 日すわらじ観劇   17 日食育・太鼓 

8 日修学旅行      

9 日修学旅行  

在籍人数 平成 29 年 6 月 27 日日現在 

 

 

編集後記 

6 月に入って雨の日が多くなってきました。

室内で過ごす日が多くなってきていますが

子ども達は工夫して過ごしています。 

セラピスト 西 功貴 

勘定科目 決算額
児童福祉事業収益 362,059,540

経常経費寄附金収益 2,494,632

その他の収益 0

サービス活動収益計① 364,554,172

人件費 218,570,372

事業費 57,289,665

事務費 33,161,200

減価償却費 19,846,053

国庫補助金等特別積立金取崩額 -10,465,452

徴収不能額 146,578

サービス活動費用計② 318,548,416

サービス活動増減差額③（①-②） 46,005,756

サービス活動外収益計④ 5,397,111

サービス活動外費用計⑤ 3,632,666

サービス活動外増減差額⑥（④-⑤） 1,764,445

経常増減差額⑦（③+⑥） 47,770,201

特別収益計⑧ 965,000

特別費用計⑨ 1,045,508

特別増減差額⑩（⑧-⑨） -80,508

当期活動増減差額合計⑪（⑦+⑩） 47,689,693

前期繰越活動増減差額⑫ 251,781,153

当期末繰越活動増減差額⑬（⑪+⑫） 299,470,846

基本金取崩額⑭ 0

その他の積立金取崩額⑮ 0

その他の積立金積立額⑯ 79,000,000

次期繰越活動収支差額⑰（⑬+⑭+⑮-⑯） 220,470,846

流動資産 92,802,375

基本財産 675,567,775

その他の固定資産 315,510,576

資産の部計 1,083,880,726

流動負債 38,671,441

固定負債 45,208,907

負債の部計 83,880,348

基本金 114,373,888

国庫補助金等特別積立金 383,108,644

その他の積立金 282,047,000

次期繰越活動収支差額 220,470,846

純資産の部計 1,000,000,378

負債及び純資産の部合計 1,083,880,726

純資産の部

平成28年度　事業活動収支計算書

平成28年4月1日から平成29年3月31　　（単位：円）

平成28年度　貸借対照表

平成29年3月31日現在　（単位：円）

資産の部

負債の部

区  分 
県内 

（人） 

県外 

（人） 

合計 

（人） 

男 

子 
小学生 4 0 3 

中学生 4 4 8 

その他 1 0 1 

計 9 4 13 

女 

子 

小学生 0 0 0 

中学生 4 1 5 

その他 0 0 0 

計 4 1 5 

合計 13 5 18 


